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大管長会メ ッセージ

1リ ベ脳 薫爆 う
大管長

エズ ラ･タ フ ト･ベ ンソン

ジ 麟1擬;勧 綴,
自分 の人生 を大 きく変 えるひ とつ の

体験 をし ました。 その体験 につ いて

彼 はこう書 いて い ます。

｢私 が まだ少年 で13歳 の ころ
,ブ

リガム･ヤ ング アカデ ミー に通 って

いた。… …そ こにいた1年 の間 にい

ろい ろな ことを聞 か され たが,今 と

なって はその ほ とん どを忘れ て し ま

った。 しか した だひ とっ,決 して忘

れ るこ とので きない話 が ある。… …

あ る日,メ ーザー教授 が次 の ような

話 を した。『皆 さん は自分 の行 ない だ

けでな く,心 の中 に抱 くその思い に

対 して も責任 を問 われ るで しょう。』

私 はまだ少 年で,自 分 の思 い を治

める習慣が身 につ いてい なか った。

どうした らよいの だ ろうか,私 はそ

の こ とで ず いぶ ん頭 を悩 ませ た。

……それ か ら1週 間か10日 ほ どた っ

て,メ ーザ ー教 授 が言わ ん とした こ

とに思い 当た った。 …… なぜ 自分 の

思 い にまで責任 を問 われ るか とい う

と,こ の世 の生 涯 を終 える ときに,

そ の人 の人生 は日々 の思いが集積 さ

れた もの にな って いるか らで あ る。
救い主ならどうなさるだろうか

この言葉 は私の生涯を通じて豊かな祝福 とな り,様 々な状

況の中にあって,正 しからぬ思いを抱 くことのないように

力を与 えて くれた。それはこの世 の働 きを終 えた ときに,

私を形作 るのは自分自身の思いであるとい うことを肝 に銘

じていたか らである。｣(｢人 々 と福音 を分 かち合 う｣pp。

62-63)

人格の基 となる習慣

思いは行 ないの基 とな り,行 ない

は習慣を形作 ります。そして習慣 は

人格 を築 き,人 格 は私たちの永遠の

行 く末を決定するのです。

ベンジャミン王 はこの原則をよ く

理解していました。彼が偉大な説教

の終わ り近 くで述べた言葉が,モ ル

モン経には次のように書かれていま

す。

｢終 りにのぞんで,私 は罪を犯す

手段 をみなあげてお前たちに話すこ

とはで きない。罪 を犯す手段方法 は

いろいろあって数 えつ くすことがで

きないほど多いからである。｣(モ ー

サヤ4:29)

そして最後に,自 分 自身と自分の

思いに注意 しなければならないと勧

告 しています。(モーサヤ4:30参 照)

キ リス トは復活の後にアメリカを

訪れ,こ う言われました。

｢見よ,昔 の人々は汝 ら姦淫すべ

か らず と記せ り。 され ど,わ れ汝 ら

に告 ぐ,情 欲 を抱 きて女 を見る者 は

心の中すでに姦淫 したるな り。われ

汝 らに命ず。汝 ら慎みてか くのごと

き情欲 を己が心の中に抱かざるよう

にせ よ。｣(IIIニーファイ12:27-29)

なぜそのような情欲 を心の中に抱 くのでしょうか。聖書

には,｢人 となりはその心に思 うそのままであるか らだ｣と

書かれています。(欽 定訳箴言23:7)

祝福 の源となる思い

人間の心は舞台にた とえることがで きます。その舞台で
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開拓者の遺産

すべでの

教会員の

受け継ぎ
　 ス　 イノルズ/

勾
/

/

私 雲責鶴;議 二思籍 鯖 素二実二驚
きつすい

父親 は生粋 のス コッ トラ ン ド人 で した。 ジ ョゼ はス コ ッ ト

ラン ド生 まれ で,私 たちが家族 でス コ ッ トラン ドに滞在 し

て いた ころ,あ ち こちの古城 を案内 して くれ ました。 そん

な ときよ く自慢 気 に,｢ど うだい,ア メ リカには こん なお城

はないだ ろ う｣と 言 った ものです。

ジ ョゼ は今 ア メ リカに帰化 してい ますが,ス コッ トラ ン

ドの歴史 上 の人 物 を よ く知 ってい ます し,自 分 も同 じス コ

ッ トラ ン ド人 の血 を引いて いるの だ とい う強 い帰属意識 を

持 ってい ます。 スペ イ ン系 の母親 に よ く似 たその風貌 か ら

は,と て もス コッ トラ ン ド人 に は見 え ませ んが,彼 のス コ

ッ トラ ン ド人 として の誇 りに疑 い を さしはさむ人 はだれ も

い ません。

ジョゼのように,先 祖の地を離れ,文 化 の異なる異国に

移 り住 んでいる教会員 は数多 くいます。その地で2世,3

世 と言われ る人 もいれば,移 り住んで まだ数週間,数 カ月

という人 もいます。多 くの人が先祖の地の習慣や ものの考

え方 を守 り続 けていますが,同 時 に,新 しい地の規範や伝

統 も取 り入れているようです。教会 の改宗者の中にも,改

宗 とは開拓者が残 した遺産 を自分の一部 として取 り入れる

ことだということを理解 している人がた くさんいます。

現在の大半の教会員は,19世 紀 にユタへ旅 した開拓者た

ち とは直接的な関係 を持っていません。 しか し,私 たちは

初期の開拓者か ら学べることが数多 くあ ります。そのこと

を否定する末 日聖徒 はおそらくいないでしょう。質素な生

活,シ オン建設 のための犠牲,ど こに住んで も美 と平和を

作 り出す ことの大切 さなどについて,私 たちは開拓者か ら
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教会の救援事業一
断食の捧げもの
教会員による献金や特別な断食は,

困っている人々にとってどのような

助けになっているだろうか。

アイザ ック･C･フ ァー ガソン

チオピア北部の段々になった山腹 と形のふぞろいな

工 谷合いは,今 ではすっか り干上が り,灰 色がかって
います。かつてここが緑豊かな肥沃な土地であったことは

想像す らつきません。雨季 に北部へ移動する遊牧民が家畜

を放牧 していた広大な緑地のなごりとして,わ ずかに低木

が目につ く程度です。干ばつのため牧草地 には草1本 もな

くなり,た くさんの家畜が死 にました。残 された放浪者た

ちは,仕 方な く広大な土地 を小さな農園と交換 した り,国

の援助を受 けるために手放 したりして きました。水がない

ために,こ の国の貴重な表土が失われ,そ れ とともに繁栄

への希望,さ らには生存の希望さえもが失われてしまった

のです。

しかしここエチオピアのウェロ州ゲ ドバーには希望があ

ります。エチオピアの首都アジスアベバの北方560キ ロの所

にあるこの谷合いでは,干 ばつに脅か されなが らも,教 会
かんがい

が着手 した小規模の灌概事業が行なわれています。 これは

教会員の献金を資金 とした博愛精神に基づ く慈善事業の一

環 として行なわれているものです。(他の事業に関する詳細

は,添 付の記事を参照)

1985年,ア メリカ とカナダの教会員に特別な断食 を要請

する2通 の書簡が大管長会 より出され ました。その断食 に

よって献金されるお金 は｢飢 饅による犠牲者やそのほかの

原因で飢 えや貧困に苦 しむアフリカの人々およびそのほか

の地域の人々のために使われる｣こ とになっていました。

さらに大管長会 はこの書簡 の中で,｢捧 げられた基金はすべ

て……教会員であるなしを問わず飢 えや貧困にあえぐ人々

を助けるために使われ る｣と 約束しました。援助 をしたい

と望んだ聖徒たちの献金 は,1,100万 ドルにも上 りました。

1985年 の1月 に行なわれたこの特別 な断食のす ぐあ とに,

教会指導者は,エ チオピアや隣接するアフリカ諸国の苦し

む犠牲者 たちに食糧やテン ト,医 療物資を配給する事業に

協力できる,信 頼 の置 ける団体 をい くつか選び出しました。

そして,1985年 の後半か ら1986年 にかけて,赤 十字国際委

員会やカ トリック救援事業会およびCARE(米 国援助物資

発送協会)が,教 会の用意 した救援物資を送 り届けて くれ

ました。

人々の自立を助ける

しかし,人 々の自立 を助けるという福祉に対する教会の

考え方か ら,教 会幹部たちはそれ らの資金の一部を,長 期

にわたる自立促進のための事業にまわすべ きであると決定

しました。そこで,献 金の一部はゲ ドバーで行 なわれてい

るようなほかのい くつかの事業にまわされています。エチ

オピア,チ ャ ド,ニ ジェール,カ メルーン,ナ イジェリア,

ガーナな どで行なわれている事業のほ とんどは,将 来の干

ばっに備 えた灌漸 と農業の促進に重点が置かれています。

また1985年11月 に行なわれた2度 目の特別な断食 によって

献金されたお金 は,現 在そのほかのアフリカの地域での事

業 と,困 窮す るほかの国々のために使われています。

ゲ ドバーの事業はアフリケア(ワ シン トンD.C.に 本部

を置 くボランティア組織)の 指示の下に,1985年 の半ばに

始まり,山 か ら流れ出る水を,1,000エ ーカー もの谷へ灌概

用水 として引 くというものです。それ は,何百万 という人々

を飢餓に苦 しませ,何 十万人 もの命 を奪った1984年 か ら85

年にかけてのアフリカの大干 ばつに対処するために教会が

着手 した ものです。(12ペ ージに続く)
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エチオピアにおける灌概事業の完成 は,こ の事業 を後援

した人々にとって も,ま た事業の完成のために大 きな努力

を払ってきた1,650軒 もの農家にとっても,ま さに夢の実現

と言 えるで しょう。この夏 に事業が完了すると,農家の人々

はこの事業にひ とり当た り20万 日分以上 もの労力を提供 し

たことになります。

ここでは犠牲は珍 しい ことではあ りません。山の家か ら

2,3時 間も歩いて来て,1日10時 間半 もの労働 をし,ま

た徒歩で帰宅する人 もい ます。一般の人々 は,平 均 して1

カ月に5日 から8日 間働 いています。労働者 には報酬 とし

て食糧が与 えられることになってお り,1日 の仕事 に対 し

3キ ロの穀物が支給 されています。

建設時間を短縮 し,労 働力削減のために高度の技術 や近

代設備を導入することもできましたが,こ の事業ではあえ

て現地で手に入る資材や器具を使い,現 地人 の手 による完

成を目指 しています。それは彼 らに自立心を養わせ,自 分

たちのものを自分たちで作 りあげた という誇 りを持たせる

ためです。 この方法はまた,事 業費を安 く抑えるのにも役

立ちました。

結果的には,24キ ロにわたる運河を掘 り,川 上 に水路変

更用ダムを建設するための用地整理のほ とんどを現地の農

民たちが行ないました。 また,こ の設備 は,現 地 の人々が

楽に維持 していけるよう,簡 単な技術が取 り入れられてい

ます。

長期にわたる自立を目指して

エチオ ピア政府 は,谷 に蓄 えられた水を年間を通 してい

つでも使えることの価値をすぐ認識 し,こ の事業を手本 と

して,ほ かの慈善事業機関にも協力 を要請 しています。政

府のある指導者 はこう語っています。｢これは非常に重要な

事業です。ぜひほかの方々 にも,こ のような事業を行 なっ

ていただきたい と思います。この事業 は,長期 にわたる人々

の自立を図るものです。今 までの2倍 も3倍 も生産 を増や

せるようにな りますし,地 元住民の労働力 を活用 し,低 い

コス トの技術 を使った点で大成功です。｣

エチオピアの農務大臣 は,近 くに乳製品の共同組合を開

くために資金 を提供するなどして,こ の事業 に対する自信

のほどを見せています。すでに乳牛などの家畜を飼い始め

ました。農民たちもまた熱意をもってこの事業にあたって

います。 このダムが完成 しないうちに仮の水路が掘 られ,

40エ ーカーもの土地 に水が供給 され ました。農民たちはす

ぐにパパイヤ,グ アバ,バ ナナ園などをはじめ,い ろいろ

な野菜畑を作るために土地を耕 しました。以前なら,野 菜

の成育期の水不足 を恐れて このような危険 はあえて冒さな

かったでしょう。

七十人第二定員会の会員であ り,英 国,ア フリカ,ア イ

ルラン ド地域の地域会長会の一員であるアレクサンダー･

B･モ リソン長老は,こ の事業 について こう語っています。

｢基本的に,こ の計画 は,食 糧 に関する限り3つ の村に住

む1万 人の将来の生活 を保証するものです。 さらに,子 孫

代々にわた り,た とえ雨が降らな くて も自分たちの必要 と

する食糧 をかつてないほど大量 に,ま た種類 も豊富に栽培

で きるのです。｣世界中の団体が,今 年 もまた大量 の食糧援

助 を呼びかけてい ますが,季 節を問わず長期にわたって水

を供給するという教会 の事業 は,一 時的な食糧援助 よりも

ずっと意義深いものです。

危機にあたって

貧困にあえぐ人々を援助する新 しい方法 として,1985年

に全教会的な規模で断食が行 なわれましたが,教 会はこれ

までも常に危機に瀕 した人々に援助 の手 を差 し伸べてきま

した。第二次世界大戦後には,戦 争で傷ついたヨーロッパ

の市民に何 トンもの食糧や衣服,医 薬品を送 りました。 そ

の人 たちの多 くは会員ではありませんでした。 また1954年

に,教 会 はユタ州の合同教会イオニア人救済運動に加わ り,

ギ リシャの貧困者 に援助 を与 えました。その寄贈物資の大

半 は,福祉プログラムの倉庫か ら出したものです。また1906

年 には,飢 謹に苦しむ中国人 を助けるために,扶 助協会の
(16ページに続く)
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一
ココ

ア シア

難民のための

職業訓練と

雇用推進

75年 以来,大 勢のアジアの難民がアメリ

19 カにやって来て新しい生活を始めようと
しています。しかし言葉の問題や文化の違いの

ために,ま た職業技術が不十分なために,失 業

率や不完全就業率は依然として高いままです。

教会は,北 アメリカ西部地域会長会とカリフ

ォルニアの福祉事業部と協力し,末 日聖徒のア

ジア難民と会員ではない友人たちが言葉や職業

技術を磨き,適 当な仕事につけるように援助を

与えています。地元ステーキ部のボランティア

たちは,オ リエンテーションセミナーを開いた

り,英 語のレッスンをしたり,ホ テルの清掃係

やカーペット敷き,基 本的なコンピューク操作

などの職業技術を教えたりしています。また難

民たちに,就 職の際の面接の受け方や好ましい

服装,健 康を守るための基本原則,ア メリカの

労働水準などについて教えています。

こうしたステーキ部では,集 団訓練の機会を

提供するだけでなく,有 力な雇用者を見つける

よう教会の雇用体制と調整を図っています。□
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穀物貯蔵庫か ら麦が送 られました。 こうして過去20年 間,

教会 は危機に瀕 した世界中の人々に,幾 度 とな く援助 を与

え続けてきました。

主 は困っている人々に援助を与 えることに関し,教 会 に

対して次のようにはっきりと勧告 しています。
｢すべての人に対 して……汝の腹中を慈愛にあふれ しむ

べ し。｣(教 義 と聖約121:45)ア ルマ書の1章 にあるよう

に,ニ ーファイの民はこの原則 に添った生活 をしていまし

た。｢各々みなその財産の多い少いに応 じて,貧 乏な者や病

気にかかっている者や苦しんでいる者たちに施 しをした。

……そして,こ のように栄えていたとき,か れらは着 る物

のない者,飢 えている者,渇 いている者,病 気 をしている

者,栄 養の足 らない者な どを追い払わず……教会員である

と非教会員であるとの差別な く誰 にも同じように惜 しまず

物を施 した。｣(ア ルマ1:27,30)

苦 しみには地理的にも政治的にも国境 はあ りません。教

会が行なっている人道的な援助 は,宗 教や政治形態に関係

な く,同 胞に対する私たちの義務 のひとつです。管理監督

会の第二副監督を務めるグレン･L･ペ イス監督は,エ チ

オピアを訪れたときの報告書にこのように記 しています。

｢我々の送った物資 は,現 地の政情 とは関係な く,た くさ

んの人々に役立っています。十二使徒評議員会会員のM･

ラッセル･バ ラー ド長老 と私が現地を訪れたときに出会っ

たのは,共 産主義者で もマルクス主義者で も,ま た資本主

義者で もありませんでした。 そこにいたのは飢 えた人 たち

であ り,皆,神 の息子娘で した。｣物質的な援助 を与 えるこ

とからさらに一歩進んで,｢あ らゆる国民,あ らゆる血族,

あらゆる国語の民,お よびあらゆる人々｣(モ ーサヤ15:28

参照)に 福音 を宣べ伝 えるにつれて,イ エス･キ リス トの

福音 は人間の作った境界を超越す るものであることがよく

理解で きることで しょう。

自分の時問や才能を提供する

一般的に言って
,教 会が後援す る人道的な事業 は,次 の

ような場合に限 られています。

(1)自然災害などにより,人 命 を脅かし,即 座に救助を必

要 とする重大な緊急事態が発生 した場合。

(2)貧 困や病気,危 険な環境な どが慢性的に続 いてお り,

自立心 を向上 させることによって改善可能な場合。 こうし

た事業の資金 は,そ の目的で捧げられる会員の献金 によっ

てのみ賄 われます。

しかし,一 組織 としでの教会 も,こ れらすべての必要 と

され る援助 を行なうのには限界があ ります。そこで指導者

たちは,会 員が市民 としてそれぞれの地域で信頼性の高い

人道的な事業 に積極的に参加 するよう勧めています。現金

や物品を提供するだけにとどまらず,可 能な場合 は事業の

ために時間や才能 をも捧げるとよいで しょう。 自分の持っ

ている技術 を提供 したいと考えている教会員 もた くさんい

るはずです。地域社会 は,教会員が提供できるこうした様々

な奉仕を求めています。さらに,教 会は世界中で苦しむ人々

を助 けるため壷こ,専 門機関 と協力 しています。 こうして,

私たちが奉仕する機会はますます増えています。

最近 の例 としては,デ ューイ･ピ ーターセン兄弟 とバ ト

リシア姉妹が自発的に数カ月間の奉仕を申し出,ナ イジェ

リアで器材 を設置 し,現 地の人々に井戸の掘 り方を教えま

した。ユタ州バウンテフル出身のピーターセ ン夫妻は,教

会が後援する救済事業であるアフリケアのボランティアと

して働いています。営利 を目的 としない私設の組織では,

こうした教会員の積極的な協力を求めています。

教会は私たちに,愛 の奉仕を無条件に行 なうという模範

を示 しています。私 たちは一人一人教会員 として,報 酬 を

期待することな く,人 々 に奉仕の業を続 けていかなければ

なりません。みずか ら進んで人々に仕え,助 けを与える と

きに,私 たちは福音が教 えるキリス トのような精神を持つ

ことがで きるのです。□

*ア イザ ック･C･フ ァーガソン:教 会福祉事業部の一員。

教会救済事業小委員会幹部書記。ユタ州バウンテフル,ミ

ュラーパークステーキ部所属。
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に導いた人物,米 国南西部の多 くの市町村の開拓 を指導 し

た人物を思い浮かべます。以下の記事 は,改 宗者ブ リガム･

ヤングの若いころと,彼 がどのような経験 を通 して偉大な

指導者 となっていったか,そ の概略を説明したものです。

1800年 当時,ブ リガムの父ジョン･ヤ ングは,妻 と8人

の子供 と共 に,マ サチューセ ッツ州ホプキン トンに住んで

いました。そのころジョンは,バ ーモン ト州ホワイテ ィン

ガムに住むい とこか ら1通 の手紙 を受け取 りました。当地

に安い土地があるので,購 入 して家を構 えてはどうか とい

うものでした。その年の後半,ジ ョンは妻子をホワイティ

ンガムに転居させました。1801年6月1日,ブ リガム･ヤ

ングはそこで生 まれたのです。

1802年,ヤ ングー家はニューヨーク州のシャーバー ンに

移 り,そ こで4年 間を暮 らしました。さらにふた りの子供

が生 まれ,子 供 は全部で11人 とな りましたが,そ の中のひ

とり,娘 のナビーが死亡 しました。

それから数年間,一 家 はあちこちへ転々 としました。男

たちは休むことな く新開地 を切 り開 きました。常 にもっと

良い土地がほかにあるように思われた時代だったのです。

金銭上の必要に加えて,性 格的にもじっとしていられない

たちだったジョンは,一 区画の地所を買い,木 を切 り倒 し,

土地 を開拓 してはまたさらに良い地へ と移 って行 くのでし

た。 しかし,ジ ョンはひ とりではありませんでした。大抵

何人かの兄弟姉妹 とその家族が共に周辺の土地に移 り,し

ばらくの間居を定 め,再 び新 しくや り直 したのです。

ブリガムの家 は決 して豊かではありませんでした。靴で

す らぜいた く品 と見なされていました。あるとき,思 いが

けずブ リガムは1足 の靴 を手に入れ ましたが,素 足に慣れ

ていたので,特 別なときのためにしまっておきました。教

会へ行 くときも,集 会所の近 くまで靴 を持ってい き,集 会

の問だけはいて,集 会が終わ ると脱 ぐので した。

ブリガム･ヤ ングが受 けた正式の学校教育 は,巡 回教師

から教 えを受けたわずか11日 間だけでした。 しかし母親か
お うせい

ら読み方を教わ りました。また,生 まれつ き研究心が旺盛

で,周 囲の出来事や周 りの世界 を鋭 く観察 しました。14歳

のとき,母 のナ ビー･ハ ウ･ヤ ングが結核で死亡 しまし

た。 それからは大工,家 具師,塗 装工,ガ ラスエ など

の技術を身につ けるために見習いとして雇われました

が,こ れ らの技術 は,後 に都市を建設す ることになっ

たときす ぐに役立ち ました。

独 立 評

･論

-
,

慶簸
鯖

1817年,16歳 にな った ブ リガム は,父 の許 しを得･糠

て自活を始めました。そして,一 生懸命 に働 き,丹 念に仕 麟

事 をす る,腕 のいい職人 とな りました。 ブ リガムの作 った

いす は今 で も残 って い ます。 仕事 を捜 しにポー トバ イ ロ ン

に移 り住 み,そ こで ミリアム･ワ ー クス と知 り合 い ま した。

ふた りは1824年10月5日 に結婚 し,ふ た りの子供 が生 まれ

ました。

一方
,父 のジ ョン･ヤ ング とブ リガムの兄 弟 たち は,ニ

ュー ヨー ク州 メ ン ドンに移 り住 み ま した。メ ン ドンに来 て

共 に暮 らす よ うに何度 も言 われ,1828年,ブ リガ ム はと う

とうメ ン ドンに移 りました。 そ こで ヒーバ ー･C･キ ン ボ

ール とバ イ レー ト姉妹 に出会 い ,ふ た りと終生 の親交 を

結 ぶ ことになるので す。 講趨

メン ドンで,メ ソジス トの巡 回牧師 を してい た兄

の フィニア ス･ハ ウ･ヤ ングが,た また ま同 じメ 薦

∠暮繋 讐 発曇旛 霧 杢弊 宏立調
う言 い ました。rぜ ひあな たに読 んで いた だ き 亘麟

嬬 懸たい本 があ ります
。｣ ズ謬 .

｢ほ う
,ど んな本で すか。｣フ ィニ アス は 講

尋 ね ま し た 。 駐 『

｢モルモン経 と呼ばれている･神 から 譲 墜 欝.

の啓示が書かれている書物です。｣麟 瓢擁 灘

地元でそのような本のうわ さがあ 罐

･･と を知･て いたフ･ニ アスは言 講 。螺 犠

踏 た.｢ほ う灘 の轄 です 磁･､
｢そ う呼ぶ人 もいます｣と 青年は 顯

を

答 え,続 けて こう言 い ました。｢証 人 圃
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春が来 るとす ぐ,ブ リガムは今度 はひとりで伝道 に出か

けました。以前兄 とふたりで教えを説いたことのあるカナ

ダのラフパ フに行 き,改 宗者の一行 と落ち合い,一 行 を960

キロ離れたカー トランドまで導 きました。それから歩いて

メンドンに帰ったのです。

1833年 の秋,ブ リガムとキンボール兄弟は各 自の地所 を

売 り払い,予 言者がいるカー トランドに移 りました。ふた

りがカー トランドに到着すると,多 くの男たちが冬の出稼

ぎにクリーブランドに行 くところで した。しかしブリガム

はこう言いました。｢私は行かない。予言者のもとにいるた

めに来たのだから,私 はここに残 るつもりだ。｣カー トラン

ドには仕事の口があまりありませんでしたが,と きにはい

くらかの大工仕事 をしました。

しかし何をしていても,予 言者が人々に説教をした り,

話 し合いをするときはいつでも,ブ リガムは大工道具 を置

いて聞きに行 きました。予言者の話 を聞 き逃すことは決 し

てなかったのです。

1834年,ブ リガムはメアリー･ア ン･エ ンジェルと結婚

しました。メアリーは先妻のふたりの娘を育てるかたわ ら,

6人 の子供 をもうけました。下のふた りの男の子 は後に教

会幹部,す なわちブリガムJr.は 十二使徒定員会会長,ジ ョ

ン･Wは 父の第一副管長を務 めました。

指導者 となるのにふ さわ しい資質を培 ってきました。たと

えば,聖 徒たちが ミズー リ州 ファーウエス トか ら追われた

ときのことです。彼 は兄弟たちの所 に行って,所 持品をす

べて質に入れ るように頼 みました。 そして次 のように言っ

たのです。｢そ うして くれたら,何 もな く,自 分の力では行

けない聖徒たちを一緒 に連れて行 くことがで きる。共にフ

ァーウエス トを出たい と願っている教会員 をひとりとして

置 き去 りにした くはない。｣すばらしいことに,ブ リガムの

呼びかけに人々は皆従いました。貧しい人々でさえ,金 や

家畜,馬 車などの共有財産 をすべて抵当に入れて,さ らに

貧 しい聖徒たちを援助 したのです。

ブリガムは組織的に聖徒たちを援助 したばか りでな く,

みずか ら奉仕の模範 を示 しました。まず,自 分の妻 とバイ

レー ト･キ ンボール,そ の子供たちを馬車に乗せ,フ ァー

ウエス トから30キ ロ離れたイリノイ州 クインシーまで運び

試練の時

その同じ年(1834年),ミ ズー リ州 ジャクソン郡に住む末

日聖徒たちは,暴 徒の迫害 を受けていました。予言者はシ

オンの陣営部隊(200人 の義勇兵から成る小 さな軍)を 組織

して,聖 徒たちの救助に向かいました。ブ リガムと兄のジ

ョセブもその陣営に加わ りました。しか し,ミ ズー リ州政

府に聖徒たちの要求を認 めてもらおうとする試みは成功せ

ず,予 言者は義勇兵を解散 してカー トランドに送 り返 しま

した。1,600キ ロにも及ぶ長 く過酷な行軍を通 して,人 々は

いろいろな ことを学び,信 仰 と従順を試 され ました。ジ ョ

セブ･ヤ ングは後 に,こ んなに厳 しい信仰の試 しは経験 し

たことがないと語っています。

予言者に献身したブリガムは,幾 度 も予言者 を擁護する

ことになりました。教会 の指導者の中に背教が起 こり,予

言者に反対する者が出た ときに も,ブ リガムはほかの忠実

な兄弟たちと同様,心 を揺 るがす ことはあ りませんでした。

背教 した暴徒がジョセフを待ち伏せて殺そうと謀ったこと

が何度かあ りましたが,そ の ときにもブリガムは予言者の

命 を守るためにあらゆる手 を尽 くしたのです。

この試 しの日々を通して,ブ リガムは将来教会の

躍

景

｢
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蜘

る臥 仕事の打ち合わせのときに,

あ相手の方か らコーヒーを勧められま
した。失礼のないように丁重にお断わ りす

ると,｢息子 さんと同じように教会の関係で

飲まないんですね｣と 言わ払 びっくりし

ました。その方は長男の友人の父親だった

のです。息子が教会の戒めをきちんと説明

_幣｣L_誌

して くれていたことを知り,う れしく思い

ました。また,息 子 も同様の誘惑を何度も

受け,そ のような経験を積み重ねながらも

信仰を保ち続けてきたに違いないと思いま

した。

建具業を自営 している私にとっては,毎

日がまるで時間との戦いです。けれども,

家族の協力のおかげで安息日には教会へ行

くことができます。また,担 当ユニットへ

の訪問や片道2時 間ほどかかるステーキ部

での神権殺 員会のときなどは,妻 に運転し

てもらい,私 は車中で疲れた体を休めます。

このとき,子 供たちに安心して留守を任せ

られるのも,祝 福のひとつです。

車中,私 が妻に｢す まんな｣と 言うと,

欝 簸
乱逼}

一 一一

　 ボぶ よ

懸 灘i瞬菰

87年9月23日,我 が滝 川支 部 で 初 め

19 ての結婚祝賀会が行なわれました。
新郎の原田幸治郎兄弟 と新婦の葛西幸子姉

妹はふたりとも帰還宣教師で,弘 前支部で

出会いました。子供のころからのなつかし

い溜1皮 部で祝賀会をしたいという新郎の

希望で,こ のたびの会が計画されました。

しかし,こ のような小さな支部で結婚祝

賀会 という大 きなことがはたしてできるだ

ろうかとの不安な気持ちが,会 員たちの心

にわいてきました。そんなとき,支 部長の

｢大変でしょうがや りましょう｣と いう力

強い言葉に励 まさ礼 さっそ く準備を進め

ることになりました。もちろん発起人は教

会員全員です。

教会では小 さすぎるので,公 民館で行な

うことになりました。教会の標準に従って

会場は禁酒禁煙 とし,飲 み物 はジュース,

サイダー,料 理は教会員の手作 り,会 費は

無料と渓まりました。出席の返事が連日,

支部長宅に届 きました。しかし教会員以外

の出席者から,｢今 どき会費無料で酒なレ,

しかも公民館で手作 りパーティーなんて,

本当にできるのか｣と か,｢い ったいどんな

ことをするんだ｣と いった,戸 惑いや問い

合わせの電話 もどんどんかかってきます。

200人 以 上もの出席者によってホテルな ど

で豪華に行なわれる一般 の結婚披露宴 と比

較してみれば;確 かにそのとおりです。会

場である公民館も今では葬祭に使われるこ

とがほとんどです。でも館長さんは,公 民

館ができて初めての結婚祝賀会 ということ

で,喜 んで協力して くれました。

支部長の陣頭指揮の下に,料 理の搬入,

会場作り,音 響 幾器の設置,駐 車場のi整i哩,

そ してリハーサルと,あ らゆる仕事をすべ

て教会員の手で行ないました。会員たちが

力を合わせて,こ れほど真剣にひとつの事

柄に取 り組んだことはかってありませんで

した。

いよいよ当日,祝 賀会は盛大に催 されま

妻は,｢き っと,こ れが夫を支持することな

のよね｣と 酉ってくれます。そんなとき,
も つと

教義と聖約25章5節 の,｢汝 の有つ天職の任

めは,汝 の夫……を,苦 難の時に慰めの言
もっ

葉を以て優 しき心 にていたわるためにあ

り｣との聖句が思い出されます。ジョセフ･

ス ミスもこのように,妻 であるエマ･ス ミ

スに助けられたのではないでしょうか。 こ

のように,さ りげない言葉によって互いに

平安な温かい気持ちを感 じることができま､

す。

この小さい家族にも神の愛が注がれてい

ることを心から感謝 します。(えんどう･い

さお1945年 生 まれ,大 祭司グループリー

ダー)

した。系図探求やそのほかの教会活動の紹

介なども含め,会 のプログラムは出席者か

らの共感を得ることができ,｢これこそ本当

の祝賀会ですね｣と 喜ばれました。

今思うと,あ れだけの人数で祝賀会を成

功に終わらせることができたのが,と ても

不思議です。ひとつには,こ の機会を通し

て,教 会のすばらしい教えをひとりでも多

くの人に知ってもらいたいという気持ちが

会員たちの心にあふれていたからだと思い

ます。支部の会員一人一人が無意識のうち

に宣教師になっていたのです。

こうした経験を積み重ねていくことによ

って,教 会員が,個 人としてまた支部全体 と

しても大きく成長できるものと確信してい

ます。兄弟姉妹が心をひとつにして働 くと

きに,神 様も共に働いて くださることを証

します。(はらだ･よ しゆき1933年 生 まれ)
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母の説明では,地 球は始終自転しているけれども,雲 が

動くのは風 に吹かれるせいだ,と いうことでした。姉は喜

び,私 はがっかりしま した。地球の法則に対する私の理解

は不完全で,私 は自分の考えを変える必要があったのです。

ほかに知らなければならないことが,も っとあったのでし

た。

あれから15年 を経て,自 分の考えがいかに幼稚であった

かがわかります。自然界についての観察結果を,こ とごと

くみすからの断片的な乏 しい知識に基づいて理解し,そ れ

で正 しいと思っていたのです。 これは,私 がもっと深い知

識を得て,誤 った知識が訂正されるまで,そ のままでした。

私たちは霊的な生活を向上させる途上で,福 音 について断

片的な知識や理解 しか持たないために,同 じように,未 熟

な憶測に陥ってしまうことが何度もあります。そして,家

庭で幼い子供を抱えている姉妹が交通事故で体が麻痺して

しまっているのを見て,絶 望的な気持ちになったり,酒 に

酔った運転手が罪のない人をはねて死亡させたからといっ

て,こ の世に正義はないと言ったりします。

しかし,時 がたち,試 練や苦難の目的が理解できるよう

になると,負 傷した姉妹が新しい生活を通 して力を得,成

長した姿を,私 たちは目にするでしょう。また,時 ととも

に救いの計画が理解できるようになるにつれ,次 のような

ことに気づきます。つまり,も しこの世に誤った行ないが

存在しなければ,賢 明な天父はその子らが持っている自由

意志を取 りあげられるで しょう。

私の科学的な知識が不完全だったように,自 分の霊的な

知識にも補足や修正の必要なことがよくあります。謙遜に

祈りを込めて霊的な知識の源である天父に尋ねるならば,

私たちが求めている知識や理解力は増 していくでしょう。
め ぐ み

｢わが恩恵は汝 らに伴い,… …理論と原理と,教 義……

は更に完全に教えらる。また天にも地にも地の下にも関わ

りあること……もまた然 り。｣(教 義と聖約88:78-79)□

=『
･叢
紳
･

塵

鱒鱒 礎

。.一 轟麟 ㌦__。 卿

〆㌔

難難

婁メ

擁欝
壕

箋

凄

》

嚇
婆
輔
/
礎

､

避

騰轟

蘇

鯨

.

吻諾

傭

讐

鱒

ル

奪
ー

靴
｣

轟
灘

智

婁
漁

,

･

嚇

ら
曜縄一

知

.

を父

, 託

灘

構華
譲
婆

懸

饗
蒸
霧
漁沸

ー

裟

･

p
ゴ

謬
｢搬
讐

窟

･
羅

。

･。
周財
N
り

`ク

ロ ー ド･バ ー ナ ー ド

正
直なところ,私 には父親がいた という実感がありま

せん。父はまだ健在ですが,私 にはまった くと言っ

ていいほど父を知る機会があ りませんで した。

覚 えていることと言 えば,し ばらく家を空けたあとで夜

ひ ょっこり帰 って くる父 と,泣 いている母の姿でした。父

のことで記憶 に残っているのは,家 にはほ とんどいなかっ

たということだけです。

父のそうした行動が原因で,母 がひどく体 をこわし入院

す るようになってからは,父 に対 して は,次 第にただ混乱

と動揺の気持ちを感 じるだけとな りました。

ある日,母 を慰 めようと病院へ行って帰 って くると,父

が私に会いにきました。父はすでに別の女性 と一緒に生活
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ッスンをする婚約 中のふた りも向 こうか らやって来 ました。

そして,宣 教師たちを家の中へ招 き入れると,い すを円 く

並べ ました。祈 りが終わると,女 性の方が別室か らモルモ

ン経 を持 ってきました。

｢お祈 りは続けていらっしゃいますか。｣パラーダ長老の

質問にその女性 はうなずきます。｢モルモン経 も毎 日読んで

いますか。｣ニ ー ファイ第三書の11章 を読むのが宿題で し

た。はい,と 答 えたふた りに,長 老はこう言いました。｢そ

れはすばらしい。 これか らも毎日読んで,モ ルモ ン経につ

いて祈 り続けて ください。聖霊の力によってこの記録が確

かな ものであることが必ずわか ります。｣

きょうは救いの計画 についてのレッスンです。パ ラーダ

長老 は自分のボールペ ンを分解 しました。｢私 たちの肉体

は,ち ょうどこのボールペ ンの外側のような ものです。そ

して,私 たちの霊 とい うのは,イ ンクの入っているこの内

側のようなものです。｣この簡単な視覚教材 を使って,パ ラ

ーダ長老 は死 と復活の ことも説明 しました。女性から質問

が出ると,パ ラーダ長老 は印がびっしりとついた聖典か ら,

聖句を引用して答 えます。

さて,今 度はサーベ ドラ長老が教 える番 になりました。

ふたりの宣教師 は,こ こでは何の違和感 もない様子です。

言葉や文化の違いに悩まされることはありません。それま

で外で洗濯をしていたこの女性の母親 も中に入って,レ ッ

スンを少 し聞いています。外で はおんどりが鳴 き始め,め

んどりが数羽,開 け放 した ドアの向 こうを歩いてい きます。

窓か らはそよ風がやさしく吹 き込み,奥 の寝室の ドアの役

目をしているカーテンがひ らひら揺れています。 レッスン

は滞 りな く済みました。宣教師たちが帰 り支度を始めると,

母親がにっこり笑いなが ら,握 手 を求めにやって来てこう

言いました。｢明日は,あ のふた りを連れて教会へ行けると

思いますよ。｣

｢私 たちは自立 しなくてはなりません｣

スペンサー･W･キ ンボール大管長 は1974年 に,世 界の

国々が｢自 国で働 くに十分な数の宣教師をみずか らの力で

出し｣,さ らに｢自国で必要 とする数をはるかに上回る数の

宣教師を送 り出 し｣て,世 界のほかの国々を助 けていただ

きたい,と 言われ ました。(｢エ ンサイン｣1974年10月 号,

pp.13-14参 照)現 在,そ の呼びかけにこたえて働 いている

宣教師が,数 千人います。パ ラーダ長老(エ ルサルバ ドル

出身)と サーベ ドラ長老(メ キシコ出身)も そうした宣教

師のひ とりです。

メキシコでも中央アメ リカで も,そ の理想 を実現するよ

うな出来事がた くさん起 きています。キンボール大管長が

強 く呼びかけた1974年 には,メ キシコで働 く宣教師の内,

メキシコ人 は25パ ーセン トしかいませんでしたが,1988年

には95パ ーセン トになりました。エルサルバ ドルでは,100

パーセン トの宣教師が中央アメリカか ら召 されています。

6人 が近隣諸国から召されているほかは,全 部エルサルバ

ドル人です。

あらゆる地域でみな,こ のような高い比率だというわけ

ではあ りません。た とえば,コ スタリカ･サ ンホセ伝道部

では,ま だ5分5分 の割合です。マービン･ア ーノル ド伝

道部長はこう言っています。｢できれば,ラ テン系の人が100

パーセン トになればいいのですが。でも,い ずれそうなる

ことでしょう。｣

しか しなが ら,そ のような傾向がだんだんと定着 し,現

在 は大 きく進展 しています。1987年 にはメキシコと中央ア

メリカから1,300入 の男女が伝道に召され ました。地元出身

の宣教師の数の増加 に伴 って,伝 道部の数も増加 していま

す。1974年 にはメキシコには5つ の伝道部しかあ りません

でした。 しかし,1988年 には14に もなっています。さらに,

バプテスマの数 も上昇 を続けています。メキシコ･モ ンテ

レー伝道部 だけを取 りあげてみて も,1987年 には1カ 月に

475人 がバプテスマを受けた こともあります。メキシコと中

央アメリカの改宗者のバ プテスマは,昨 年 は世界最高の4

万人 にも達 しました。

地元出身の宣教師には,明 らかに有利 な点がい くつか見

られます。言葉や文化の壁がないために,普通 その国の人々

を外国人 よりはるかによく理解することができます。また,

場合によっては,法 律的政治的な事情で,ア メリカ人宣教

師の入国で きる数が制限されることもあります。さらに,

外国人 を派遣することが得策ではない,あ るいは不可能で

あると考 えられる地域で も,ラ テン系の宣教師なら働 ける

場合 もあ ります。

エルサルバ ドルがその良い例です。1980年 には,国 の政

状不安のため伝道部が閉鎖 され,宣 教師たちはほかの地域

に割 り当て られました。その内の大部分 はアメリカ人宣教

師でした。1984年 に伝道部が再開 されましたが,そ れ以後

アメリカ人宣教師 はひ とりも戻ることなく,1地元出身の長

老や姉妹たちが何の問題 もな く働いてい ます。
｢今 ,私 たちは,自 分たちの力で伝道できるように心が

けています。｣こ う語るのは,フ ランクリン･ヘ ンリケス伝

道部長です。実は伝道部長 自身 もエルサルバ ドル人なので

す。｢こ こでは目下の ところ,必 要な数だけの宣教師を,地

元のステーキ部が送 り出 して くれてい ます。さらに,グ ア

テマラやホンジュラスやコスタリカで働いているエルサル

バ ドル人宣教師 もいます。｣
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｢と ても幸せだ。おやすみなさい｣

エズワル ド･ロ ペス長老 とその同僚 は,1カ 月前 にこの

モンテレーの近 くで,あ る家 を間違 って訪問してしまいま

した。別の家 を探 していたのですが,間 違 えた先のメン ド

ーサ家族が宣教師の教 えに興味を示して くれたため,こ こ

でも教えることにな りました。メンドーサ姉妹 は,実 は10

年前にバプテスマを受けていたのですが,夫 の理解がなか

ったために,教 会へはほとん ど出席で きなかったのです。

ところが今度は,夫 も喜んで話を聞いて くれ ました。そし

て,夫 もふたりの子供 もバ プテスマを受 けたのです。

メン ドーサ家の隣に住む主婦ヘルナンデスさんは,レ ッ

スンの最中に偶然訪ねて来ました。それが きっかけで彼女

も,夫 やふたりの子供 と共に,バ プテスマを受 けました。

またもうひ とり,近 所に住む主婦ロペスさんも,み んなが

何をしているのか様子 を見にきました。その結果,5人 の
めい

子供 とひ とりの姪 と一緒 にバプテスマを受けることにな り

ました。夫 ももうす ぐバ プテスマを受 ける予定です。間違

って一軒の家 を訪問 した ことをきっかけに,ロ ペス長老 と

同僚 はこれ まで14人 をバプテスマに導きました。 しか も,

みなこの1カ 月のうちに起 こったことです。 ほかにもこの

14人 に続 く人たちが,ま だまだた くさんいるのです。

最近バプテスマがあってからまだ1週 間もたっていませ

んが,今 朝,長 老たちはヘルナンデス家族 を訪問 していま

す。ヘルナンデス兄弟は,長 いすに座 ってロペス長老の肩

に腕を回してこう言いました。｢私たちはこの宣教師を,自

分の息子のように心か ら愛 しています。｣兄弟は,最 初長老

たちに会 ったとき,失 業中でした。 しか し,一 緒 に断食 し

祈った結果,そ の翌週,あ る石油会社に採用が決 まったの

です。

3人 が話 をしていると,ほ かの家族 もやって来 ました。

小さい居間は人でいっぱいにな ります。お互いに抱 き合 っ

た り笑いなが らあいさつをしていると,だ れかが,こ れま

でバプテスマを受けたのは何人いるのか,と 数え始めまし

た。別の人が部屋へ入って来るたびに,元 気な声が響 きま

す。｢彼 もバプテスマを受 けたんだよ。｣近 所の人を全部バ
1プテスマに導こうと

,皆 は楽 しそうに話 しています。1年

もしたらみんなでそろって神殿へ旅行 しようという声も聞

こえて きます。

ロペス長老 と同僚には,チ ラシ配 りをする必要 はほとん

どあ りません。通 りであいさつをした人には,い ずれレッ

スンを教えることにな ります。家の前で新聞を読んでいる

人がいれば,間 もな く福音 についてレッスンが始 まります。

車 を洗っている人 を見かければ,す ぐに教会 について紹介

します。お休み会員の家で母親 と子供に会 えば,即 座にレ

ッスンが始 まります。｢先週,7人 家族にバプテスマを施 し

ましたが,そ のきっかけは通 りでその家族の子供 たちと仲

良 くなったことです。子供たちが玄関で 『長老,こ んにち

は』 と言ってあいさつをして くれれば,親 たちに会 うのは

ずっと簡単 になりますよ。｣
｢夜,家 に帰 るときには疲れ きっています。ですから,

日記はほとんど短い ものばか りです。こんな感 じです。『非

常に疲れた。今 日はとて もいい一 日だった。す ぐにで も福

音 を受 け入れて くれそうな家族 を見つけた。家庭集会が12

あった。 とても幸せだ。』｣

｢伝 道中に学びま した｣

外 は真っ暗 になりました。集会場 にはだれ もいません。

電気 も消えています。で も,ス テーキ部長 の部屋だけはま

だ明か りがついています。モンテレー･モ レロスステーキ

部のア ドルフォ･イ バーラステーキ部長 は,ま だ23歳 です。

副ステーキ部長は,ひ とりが31歳,も うひ とりが25歳 で,

3人 とも帰還宣教師です。

この3人 は,伝 道中にどんなことを学んだのでしょうか。

イバーラステーキ部長 はこう答 えました。｢イ エス･キ リス

トをより深 く知 るようにな りました。 また,奉 仕すること,

愛すること,そ して人々の心 を動かすことを学びました。｣

さらに,指 導力 も身 につけました。1｢私は,監 督長老に召さ

れるまでは,面 接など一度 もしたことがあ りませんでした。

最初 の面接には3時 間 もかけてしまいました。でも,す ぐ

にこつがのみ込めましたよ。｣ステーキ部長 は笑いながら言

いました。

第一副ステーキ部長 のア ドルフォ･レ イエイス兄弟 は,

20歳 の年にバプテスマを受 けました。1年 後に宣教師にな

り,巡 回宣教師 を18カ 月間務めました。｢このステーキ部長

会 の召 しを受 けてからも,同 胞 のために仕 えるという点で

は,伝 道中 とまった く同 じです。現在私たちに与えられて

いる責任は,宣 教師の責任 とは少 し違います。で も,自 分

の時間を主に捧げることには何 ら変わ りあ りません。｣

第二副ステーキ部長のパ ブロ･モ レノ兄弟 は,こ う語 り

ます。｢私 は改宗者です。私が今,主 と教会 について知って

い ることはすべて,伝 道中に学びました。｣

現在 このステーキ部 は,27人 の宣教師 を送 り出していま

す。イバーラステーキ部長 は,宣 教師の家族にも大 きな祝

福がもたらされる様子を目にしてきました。たとえば,教

会員ではなかった親 たちがバプテスマを受けた例や,あ ま

り活発ではなかった親たちが教会へ戻 って きて,神 殿へ行

くようになった例,刺 激 を受けた弟や妹 たちが伝道へ出る

例な どもあ ります。また,家 族が祝福 に満たされ,さ らに
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それだからあなたがたも

完全な者となりなさい

目的:完 全を目指 しτ努力 する。

36

キ
リス トは弟 子 たち に,ご 自分 と御 父の ように完全 な

者 とな るよ うに,と 命 じ られ ま した。(マ タイ5:

48;IIIニ ー フ ァイ12:48参 照)し か し,こ の戒 め は とて も

むず か し く思 え るか もしれ ません。 自信 をな くして しまう

人 もい るで しょう。 また,自 己の完成 の むず か しさに思 い

悩 んだ末 に,奉 仕 よ りも,自 分 を美化 す る こ とに心 を奪わ

れ て しまう ような人 もい ます。
み もと

モ ロナ イ は次 の ように教 えて い ます。｢キ リス トの御 許 に

来 てキ リス トによって全 くなれ。 すべて神 のみ こころに背

くことを捨 て よ。 ……勢 い と心 と力 とをつ くして神 を愛 す

るな らば……あ なたた ち はこの恵 み を受 けて キ リス トに よ

り全 くな る。｣(モ ロナ イ10:32)

主 を愛 し,主 に仕 え,戒 めを守 る人 は,｢キ リス トに よっ

て全 くな る｣こ とがで きます。 そ して逆境 の 中に あって も,

平 安 と力 を感 じる ことがで きるのです。 重荷 に耐 える力が

強 め られ,ほ かの人 の重荷 を軽 くす る助 け もで きる ように

な ります。(ガ ラ テ ヤ6:2;モ ー サ ヤ18:8-10;24:

14-15,21;ア ル マ33:23参 照)

私 たち は,完 全 な者 にな るとい う点 において,予 言 者 ジ

ョセブ･ス ミス の例 か ら,慰 め を得 るこ とがで きます。主

はあ る ときジ ョセ ブ･ス ミス に こう勧告 され ま した。｢汝 更

に急 ぐことな く… …与 え られた る力 と方法以 上 に働 くこ と

なかれ。｣(教 義 と聖 約10:4)こ れ は私 たち に も言 える こ

とです。力 と方法以 上 に働 くこ とは求 め られ ていない ので

す。 また今 す ぐに,す べ ての面 で完 全 にな るよ うに求 め ら

れてい るわ けで もあ りません。 ブルー ス･R･マ ッ コ ンキ

ー長老 は こう述 べ てい ます
。｢日 の栄 の王国 に救 わ れ る に

謹

は,完 全 な者 にな らなけれ ばな りませ ん。 しか し,現 世 で

完全 になれ る人 はだれ もい ませ ん。 それがで きたの は主 イ

エス だけです。主 はす べて の人 に勝 るお方 です。イエ ス は

神 の御子 で した。 … … 『キ リス トに よ り全 くな る』 とは,

ひ とつの過程 で す。｣(｢年 度 講話1976｣1977年,pp399-

400)

完 全 な 日を過 ごす とい う監督 のチ ャ レンジを受 け入れて,

こ の過 程が実 際 に どの よ うな ものか を学 ん だ人々 がい ます 。

ある若 者 は,朝 聖典 を読 む とその 日一 日が楽 しく過 ごせ る

ことを学 び ま した。 また,病 気 の会員 を見舞 って大 きな喜

び を感 じた夫婦 もい ま した。(『完全 な 日』｢聖 徒 の道｣1989

年4月 号,pp.10-14参 照)

私 たち は主 の助 けに よ り,少 しずつ完全 になってい くの

です。マ ッコ ンキー長老 は次 の よ うに述 べて い ます。｢き ょ

うか ら始 めて,明 日は もっ とよ く戒 め に従 うように します。

そ して恵 みに恵 みを受 け,階 段 を一歩ず つ昇 りつ め,成 長

し,完 全 な人 間 にな るのです。｣私た ちに求 め られ てい るの

は,｢き ょ うか ら始 め｣る ことです。 □

訪 問 教 師へ の提 案

1.IIニ ー フ ァイ31:19-20を 読 み,完 全 な者 とな る過程

につ いて,こ の箇所 に はどの よ うな こ とが書 かれ てい

るか話 し合 う。

2.何 か の戒 め について,前 よ りもよ く従 える ようになっ

た とい う経験 が あれ ば,そ れ を話 す。訪 問先 の姉妹 に

も,同 じよ うな経験 につ いて話 して も らう。(｢家 庭 の

夕ベ アイ デア集｣pp.7-23,55-70参 照)
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早･繊

で成長 しました。高校時代は,ジ ュニア･

オリンピックで優勝 し,大 学時代 にはユタ

大学の女子チームを率いて,初 の全国優勝

を果たしました。

学生大会への出場資格がな くなってか ら

は,ダ イアンはプロの全国ツアーに参加す

る決心をしました。 自分 の選手生活がほと

んど終わっていたことは知っていましたが,

スポッ トライ トを浴びる一瞬の緊張やスポ

ーツの楽 しさを,で きるだけ長 く味わって

いたい と思ったのです。

ダイアンは,全 国ツアーのために跳馬の

練習に取 り組んでいました。跳馬はこれ ま

で何千回とな く経験 していました。ダイア

ンはいつものように助走 に入 り,い つ もの

ように踏み台をけって跳び上が りました。

ここまでは以前のとお りだったのです。 と

ころが,そ のあとが違っていました。体を

回転させて,い つもより少 し遠 くへ着地 し

た瞬間,彼 女は首の骨 を折 ってしまったの

です。 この事故のためにダイアンは6カ 月

近 く入院し,残 る生涯車いすで生活するこ

とを余儀な くされました。

事故が起 きたのは,1981年12月15日 で し

た。ダイアンは,ち ょうどクリスマスを迎

えるその月の下旬か ら翌年にわたる5カ 月

間'入 院生活を送っています。その間,体

操のできな くなったこれからの人生につい

て思いめぐらしました。長い間スポーツに

轟 謡暴 親しんできた彼女に とって,生 活 を変える

熱の亀蓉

曜
●

ことは簡単ではあ りません。

｢私 は病院にいるのが とて もいやで した。

まるで監獄にいるみたいな気分なんです｣

とダイアンは語 ります。最初 の1カ 月間,

彼女は治療処置のために身動 きひとつでき

ませんでした。2時 間おきに看護婦が来て,

ほんの数センチ体の向 きを変えて くれるだ

けです。ダイアンは,そ れほど長期間の入

院になるとは,思 ってもみませんで した。
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るんです。彼 らは私が車いすに乗っていることをす ぐに忘

れてしまいます。私 は車いすに乗っているので,相 手 との

違いを強 く感 じるのですが,青 少年たちは,私 を自分たち

と同 じ普通 の人であるかのように思っています｣と ダイア

ンは語っています。

彼女の訴 えるメッセージは,何 が起 きて も決 してあきら

めず,勝 利 を得るまで努力 を続ける,と いうことです。｢私

が まだ体操選手になりたてのころ,ナ ンシー･テ ィース と

いう少女に出会い ました。彼女 はオ リンピックチームの一

員であ り,全 国で も屈指の体操選手でした。彼女は私 にい

くつかの大切なことを教 えて くれましたが,今 で もそれを

忘れてはいません。ナンシーは最初にこう言いました。『失

敗 を恐れちゃだめよ。 もし,失 敗 したか らといってやめて

しまったら,優 勝なんかあり得ないわ。で も,も う一度立

ち上がって取 り組めば,い つか優勝するときが来 るわ。だ

から,決 してあきらめないで。』｣ダ イアンは,そ の助言を

忘れないで,何 度失敗 しても決 して くじけない ことを心に

誓ったと言います。

しかし,ダ イアンが人生の深刻な試練 を迎えたとき,そ

の助言 を実行するのは容易 なことではあ りませんでした。

とりわけ車いすの生活 を強いられるのは,彼 女 にとってつ

らいことで した。体操選手時代,段 違い平行棒で体 をひね

るときも,単 に遊 びで逆立ちするときも,ダ イアンが一番

恐れていたのは,目 が見えな くなるか,体 が麻痺 して動 け

なくなることでした。｢私 は車 いすが怖 くて,車 いすに乗 っ

た人 に話しか けた り,た だ近寄 った りすることさえ,あ り

ませんで した。車いすに乗った人を避 けていたんです。 も

し彼らに近づいた ら,私 も車いすに乗 ることになってしま

うような気がして怖かったのです。 まるで,い つも車いす

のことが頭か ら離れなかったために,か えって準備が整っ

たようなもので した｣と ダイアンは語 っています。

ダイアンにとって一番 よい備えになったのは,何 ものに

も負けない彼女の強い霊性だったかもしれません。ダイア

ンが愉快な話 をするとき,永 遠の観点に立つ ことの大切 さ

や,天 父が一人一人の子供たちに抱いておられる愛 を静か

に力強 く証するとき,彼 女の話にはみたまがあふれていま

す。彼女 は絶えずみたまを受けているのです。姉のマ リー

は次のように語 ります。｢私の父を除いて,私 はダイアンに

勝 る信仰 を持った人を見たことがありません。ダイアンは,

教会が真実であり,自 分が正 しい ことをしているという強

い確信を持 っています。そして,い つで もすばらしい模範

を示 して くれ ます。｣

ダイアンの話が終わると,部 屋が暗 くなります。そして,

スライ ドが上映 され ます。軽快 な音楽 に合わせて,陽 気な

体操選手のダイアンが,次 々 とスクリーンに映し出されま

す。スライドが終わると,青 少年たちは興奮 しながらダイ

アンを取 り巻 きました。
｢私の話を聞いて,も っと頑張 ろうという気持ちになっ

たという人に出会 うと,と て もうれしくな ります。ある少

女は,4回 も私の話 を聞 きに来た と話 して くれました。初

めて私の話 を聞いた とき,彼 女 は自殺 を思いとどまりまし

た。2度 目は,学 校 に戻 ることを決心 し,3度 目は,ク ラ

スで一番 よい生徒 になることを目標にしました。そして4

度 目は,彼 女がその目標 に向かって努力しているときだっ

たのです｣と ダイアンは話して くれ ました。

ダイアンは人々か ら賞賛の言葉 を受 けると,肩 をす くめ

て,恥 ずかしそうに笑みを浮かべ ます。戸惑いを見せ ると

きさえあ りますが,こ れは人々の前に立つ ことに慣れてい

るダイアンには珍しいことです。｢『あなたはまった く驚 く

べき人だ,信 じられないような人だ』 とどこでも葺われま

す。でもそうではあ りません。私のような立場 に置かれた

ら,決 して乗 り越 えられないと言 う人 に,私 はこう言いま

す。『乗 り越 えるか,死 ぬか,ど ちらか しかないのです。』

人生で与 えられる試練 は,た とえ自分が望んだものでない

としても,す べて乗 り越えな くてな りません。たとえば,

家族のだれかが亡 くなったら,そ の状況の中で努力 して生

きていかなければな りません。 もし,首 の骨を折った ら,

それ を受け入れて生きてい くのです。 しかし,時 の経過 と

癒 しの過程がどんなにすばらしいものかを知るで しょうも

人並み外れた能力な ど必要ないのです。｣

ダイアンが負けなかったように,皆 さんも負 けないで く

ださい。そうす るな ら,い つか皆 さんにも勝利 を得る日が

来 るはずです。ダイアンにとって,彼 女の得た勝利には特

別な喜びが伴っているに違いあ りません。かつてあきらめ

ていたものを,再 び勝ち取ったのです。

彼女 は人生の勝利者 となったのです。□
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